
ＮＯ．２４７　   白金一丁目西部中地区（組合施行）

計画地

1

2

3

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

区画道路１号 １０m 約１５０m －

区画道路２号 １０m 約１３０m －

区画道路３号 ８m 約１１０m －

A － － １４０m ２m、３m、５m

B － － ２０m ２m、３m、５m

建築面積

A 約５，１００㎡

B 約６００㎡

建築敷地面積

A 約１１，２００㎡

B 約１，０００㎡

都市計画決定

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・憩いや交流機能を担い、災害時にも活
用できる広場を整備する。
・歩行者の安全性、快適性及び回遊性
の向上を図るため、道路沿道に歩道状
空地を整備する。

建築物の高さは
T.P.+８．０mからによる

平成３０年７月２日　港区告示第１８５号

主要用途

住宅、店舗、生活利便施
設、駐車場

工場、住宅、駐車場

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約９８，０００㎡
（約７２，５００㎡）

約９００戸 約８７，０００㎡
約２，０００㎡

（約１，７００㎡）

建築物の整備

街
区

建蔽率 容積率
建築物の
高さの限

度

壁面の
位置の限度

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

新設

拡幅

拡幅

A街区　鉄筋コンクリート造、一部鉄
骨造
B－１街区　鉄骨造
B－２街区　鉄骨造

A街区　地上３９階　地下１階
B－１街区　地上４階
B－２街区　地上４階

A街区　約１４０m
B－１街区　約１５m
B－１街区　約１５m

２　都市計画の内容

白金一丁目西部中地区第一種市街地再開発事業 約１．６ha

(しろかね１ちょうめせいぶなか)

１　計画の概要

港区白金一丁目、三丁目地内

計画の概要

　地区内に十分な幅員の道路が少なく、歩行者の安全性の確保や車両動線の円滑化が課題であり、また、
広場等のまとまった規模の空間がなく、老朽化した住宅と工場が混在するなど、防災機能が不十分で、さら
に隣接商店街との連続性が欠けているなど、市街地環境の改善が求められていた。

　街区再編による土地の集約化、道路、広場などの基盤施設の整備・拡充により市街地の整備水準を高め
る。

　定住性の高い良質な住宅の導入や、地域の賑わい軸である白金商店街と連携する商業機能を導入し、さ
らに地域産業である工場機能を適切に配置することで、住宅・商業・工場などの機能が融合した魅力ある複
合市街地を形成する

約１．６ha



A 約０．３ha ６５０% ６０% ２５０% ２００㎡
２m、３m、５

m

B 約１．１ha ６５０% ４０% ２５０% ２００㎡
２m、３m、５

m

C 約０．２ha ４００% ６０% １５０% ２００㎡ ２m、３m

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

住宅、店舗

令和４年６月２４日　東京都告示第９６９号
令和５年１２月６日　東京都告示第１２３４号（変更）

約７９０億円

用途

A街区
住宅、子育て支援施設、

店舗
住宅戸数

A街区：９７３戸
B－１街区：１２戸
B－２街区：６戸

駐車場
A街区：約２６３台
B－１街区：約１台

B－１街区 住宅、事務所、工場

B－２街区

白金一丁目西
部中地区

平成３０年７月２日　港区告示第１８４号（変更）

４　事業計画の概要

A街区：約１１，１２６㎡
B－１街区：約４８６㎡
B－２街区：約５３４㎡

A街区：約４３％
B－１街区：約５６％
B－２街区：約６１％

A街区：約９７，９７４㎡
B－１街区：約９９８㎡
B－２街区：約９５３㎡

A街区：約６４９％
B－１街区：約１７８％
B－２街区：約１５１％

３　高度利用地区

地区名 面積
容積率の
最高限度

建蔽率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の位置
の限度



令和６年２月７日 権利変換計画認可

令和６年２月２２日 権利変換期日

６　位置図

（第一種市街地再開発事業、地区計画の決定）

（高度利用地区、高度地区の変更）

令和４年６月２４日 組合設立認可

平成１９年１０月 「白金一丁目中地区再開発研究会」へ改組

平成２５年４月 「白金一丁目西部中地区市街地再開発準備組合」設立

平成３０年７月２日 都市計画決定及び変更

５　経　緯

年　月　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成１８年７月 「白金一丁目中地区まちづくり研究会」発足

令和５年１２月６日 事業計画変更認可



８　完成予想図

７　区域図


